
国家戦略特区ワーキンググループ ヒアリング（議事要旨） 

 

（開催要領 ） 

１ 日時 平成 26 年 8 月 29 日（金）13:22～14:08 

２ 場所 永田町合同庁舎７階特別会議室 

３ 出席 

＜ＷＧ委員＞ 

座長 八田  達夫 大阪大学社会経済研究所聘教授 

委員 原   英史 株式会社政策工房代表取締役社長 

＜提案者＞  

    門脇 光浩 秋田県仙北市長 

    藤村 好正 秋田県仙北市総務部長 

    平岡 有介 秋田県仙北市総務部次長兼企画政策課 

    柏谷 有紀 秋田県仙北市企画政策課 

    高橋 新子 秋田県仙北市農林部総合産業研究所長 

＜事務局＞ 

    内田  要 内閣府地域活性化推進室長 
       富屋 誠一郎 内閣府地域活性化推進室長代理 
       藤原    豊 内閣府地域活性化推進室次長 
       松藤 保孝  内閣府地域活性化推進室参事官 
       宇野 善昌  内閣府地域活性化推進室参事官 
 

（議事次第 ） 

１ 開会 

２ 議事 田沢湖・玉川温泉を中核とした医療・農林ツーリズム特区について 

３ 閉会 

 

 

○藤原次長 それでは、定刻でございますので、戦略特区ワーキンググループを再開させ

ていただきます。提案者からのヒアリングということで、本日は最後になりますが、秋田

県仙北市門脇市長以下、皆さんにおいでいただいております。全体 40 分の予定で行います

ので、15 分ないし 20 分ぐらいで御提案内容を御説明いただきまして、その後、意見交換

という形にさせていただきます。 

 いただきました資料、議事録につきましては、原則公開の扱いにさせていただいている

のですが、そういった扱いでよろしゅうございますでしょうか。 
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○門脇市長 はい。 

○藤原次長 それでは、そういった形で進めさせていただきます。それでは、八田座長、

よろしくお願いいたします。 

○八田座長 お忙しいところ遠方からいらしてくださいまして、ありがとうございました。

実は私、去年の秋に行ったばかりなのです。あそこはすごい山菜がおいしい旅館がありま

した。では、楽しみにしておりますので、どうぞ。 

○門脇市長 それでは、説明を始めさせてください。秋田県仙北市の門脇光浩といいます。

今日は本当に貴重なお時間をいただきまして、ありがとうございます。国家戦略特区に対

する提案書の内容をお話したいと思います。 

 題名は、田沢湖・玉川温泉を中核とした医療・農林ツーリズム特区という名称をつけて

おります。副題に、世界最高の湯治拠点・岩盤浴場のための岩盤規制撤廃、少し洒落っ気

を出しております。 

 １枚めくっていただいて、３つのテーマを持っております。先ほどの大きなテーマの中

に実は３つのテーマが入っています。 

 テーマ１は、外国人も含めた温泉活用・湯治型の医療ツーリズム推進。 

 ２つ目は、食のトータルプランの推進。 

 ３つ目は、医療・観光拠点開発のための公共施設・交通などの改革ということでありま

す。 

 具体的にやりたかったことができない内容の大きな要因は、法律が邪魔をしているとい

うものを私たちなりにまとめてきたということで、御理解いただきたいと思います。 

 テーマ１であります。外国人も含めた温泉活用・湯治の医療ツーリズム推進ですけれど

も、先ほど先生がお話したように、田沢湖には、日本全国で９つの泉質があると言われて

おりまして、仙北市の中には８つもあります。だからほとんどがあるという状況になって

います。 

 有名なのは玉川温泉という温泉でありまして、これは昔からがん治療に大変効能がある

と言われているという温泉です。この温泉は実は３年ぐらい前に岩盤浴場に雪崩事故が発

生して、それ以降がくっとお客様の足が遠のいている状況にあります。私たちは何とかし

て玉川温泉の岩盤浴場を再開したいということでいろいろ踏ん張ってみたところですけれ

ども、例えば自然景観上の話、国立公園内の話、いろいろな話がありまして、建築物、工

作物は難しいよという話はされておりまして、それでは人間の命のほうが大切ではないの

かという話をしてきたのですが、結局らちが明かなかったという状況があったりします。 

 また、例えば玉川温泉から市の中心にある救急病院には、２時間以上の時間がかかると

いう状況があって、例えばがん治療においでになった方が急変して病院に行こうというと

きには、この状況では大変厳しいわけであります。私たち仙北市は物すごくお医者さんの

数が不足していて、どこでもそうでしょうけれども、不足していて、それをぜひ外国のお

医者さんの方々に御協力、御尽力をいただくことができないかと考えております。 
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 今の状況だと二国間協定等があってなかなかできないということもあります。仙北市の

場合は玉川温泉でがん治療ということも考えていくと、ここは実は世界で２つしかない泉

質のラジウム系の温泉なのです。北投石という、これは国の天然記念物ですけれども、そ

こから出てくるラジウム系の放射線はがんにとてもいいという話になっていますが、その

効能を示すためには台湾であったり北欧であったり、いろいろなところで専門的に勉強し

ている先生方がいらっしゃるわけですけれども、そういう先生方に来ていただいて医療に

当たってもらいたいと思っておりますが、それもできない。先ほど話したとおり、お医者

さんの数が少ないので外国の方に来ていただいて、日本人の私どもの患者さんを診てほし

いという思いもかなわないということがあります。これを何とかしてほしいということで

あります。 

 実は大きな病院をつくったのですけれども、その病院の中に空きスペースがあって、こ

こを活用して個人のお医者さんにも使ってもらえばいいのではないかという話をしたとこ

ろ、玄関口と廊下を共有するとだめだという話があって、またこれも個人医院の方々にお

話をいただいたのですが、そういうことができればすぐにでも開業できるのにねという話

もありました。 

 それから、例えばこの温泉療養が保険対象になってくれれば本当にいいのだけれどもな

という話とか、医療費控除の対象施設が拡充できれば、仙北市内にある温泉はお客様をお

迎えし、また、健康を推進することができるのになと。それが今、全くできない状況にあ

るということでございます。 

 ざくっといきます。テーマ２です。食のトータルプランの推進でありますけれども、仙

北市は昔からのたくさんの農業者の知恵がいっぱいある市で、それはとても誇りに思って

おります。最近、農業離れというものがあって、他県でも一部で若い方々が一生懸命農業

に参入したいという情熱を持っている方が実際にいらっしゃるわけで、そういう方々を応

援していこうという話をよくします。 

 例えば民間企業の方が 1,000 万円の新しい農業法人をつくるよと話したときに、でも半

分は農業者が出せという話をされると 500 万円もださなければいけない。これは若い農業

者の方々を説得する力には全くならないということがあったりします。それとか、例えば

農家レストランをつくりたいという話も、農業者みずからが生産する農畜産物が量的にも

金銭的にも５割以上使用しなければいけないという枠があってしまうと、例えば米生産者

であったり野菜生産者だったりする人たちが農家レストランをつくろうというときに、ほ

かの食材を全く使えなくなってしまう。これも全く現実的には意味のない規制ではないか

と思っています。 

 国有林をもっと活用したいのに、なかなか活用させてくれないという話があります。今

のところは例えば伐採とかで、搬出とかで民間の方々が入ることもありますけれども、特

に仙北市の場合は生保内たけのこという本当においしいたけのこがある。このたけのこを

採りによく国有林内に入っていきたいわけですが、その国有林内の一部は実は前から借り
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て運用していることがあるのです。だけれども、その一部ということだけで、その生保内

たけのこの発祥する場所が国有林がほとんどですから、みんなで経営活動とかに参画でき

るという話になったら、物すごいいろいろな食品加工なども進むはずなのに、なかなかそ

ういうこともできないし、もう少し利活用をきちんと民間にオープンにしてもらえば、山

を持っている市町村としてはありがたいということがあったりします。 

 放牧のためのいろいろな規制緩和も、何とかしてほしいということがあります。山に豚

を放牧したいという方々もいらっしゃって、そこで生ハムをつくりたいという方々もいら

っしゃるのだけれども、土地要件がなかなかうんという話にならなくて、今それをどうし

ようかと考えあぐんでいるという状況もあります。 

○八田座長 今のは国有林ですか。 

○門脇市長 国有林だったり、国立公園内だったりということです。そういうところの地

域の中に放牧を可能とするところができれば、これも産業振興につながります。しかも例

えばアルプスの少女ハイジではないけれども、国有林、国立公園というのはとても風光明

媚なわけですから、そういう風光明媚なところで清浄な、精良な肉などを生産できるとい

うことだけでも、付加価値が高まるのにそれができないという状況がある。 

 例えば保健機能。保健機能と言うと特保の商品のことと考えていただいて結構なのです

けれども、私どもで実はあけびが採れて、あけびの種から絞るあけび油というものが物す

ごく健康にいいんだということは、既に秋田大学のチームが検証しているわけです。それ

を使った商品をつくろうと思っても、その次に今度例えば消費者委員会と食品安全委員会

があったり、さらに独立行政法人国立保健栄養研究所があったり、そういうところで場数

を踏んで、手数を踏んで、何年もかけて商品開発までしなければいけない。これでは余り

にもスピードが遅過ぎないか。大学等、研究機関がしっかりとそのデータを出しているの

であれば、それでいいのではないかと私たちは思うのですけれども、そういうことも何と

かできないかということであります。 

 テーマ３であります。医療・観光拠点開発のための公共施設・交通などの改革でありま

す。先ほど話したとおり、国立公園の中の玉川温泉の岩盤浴というものを何としても再開

したい。そのために何かいい方法はないかということを一生懸命考えているときに、この

規制緩和、それこそ岩盤規制を突破していくという話を耳にすることができて、今、この

場面になっています。これを何とかしたいと思っています。 

 例えば秋田駒ヶ岳は 1,670 メートルでそんなに高い山ではないのですけれども、ここが

本当に奇跡の箱庭と言われるような高山植物、花が物すごくたくさん咲いている、本当に

いい山なのです。だけれども、自然環境が厳しかったり、交通の道路関係がなかなか厳し

かったりということもあって、そもそも私たちはそこに余り排気ガスを排出するような車

を走らせたくないので、できれば登山鉄道をつくりたい。国立公園内に登山鉄道をつくる

という話は、ほとんどどこの省庁に行っても話を聞いてもらえる状況にないぐらい、笑わ

れるくらいの話にしかならなかったのですけれども、もし仮にそういうことができるとす

4 

 



れば、例えば障害を持っている方、例えば高齢者の方々もあの箱庭のような山まで登山鉄

道で進むことができる。冬は冬で一歩足を踏み出したときに零下 20℃の中でコーヒーが飲

める。そんなことが可能になるわけです。鉄道という交通手段があれば。それを何とか実

現したいというのが１つ。 

 それから、バスの話。実は今、仙北市は合併して来年で 10 年になるのですけれども、分

庁舎方式というもので、各昔の町村ごとに庁舎があるものを分けて使っている状況なので

す。平成 30 年、今から４年ぐらい後に何とか一体型庁舎をつくりたいということで、今、

議会にやっとお諮りができた状況なのですけれども、議員の先生方、市民の方々がよく言

うには、今まで使いなれた庁舎にもそれなりの機能があるので、そこを周回してバスなん

かを走らせていただければありがたい。だけれども、実はそのバス路線は今、民間のバス

会社が運営しているバス路線になっている、生活バス路線になっているわけです。そこを

なぞって市のバスは走れないわけです。 

 要するに無料だからいいという話かもしれないという議論もありますけれども、私たち

はできる限り市民目線で走り出せるために、公共交通の足を確保するためにやろうと思っ

ていることに対して、既得権のごとく民間のバス路線があるから、そこはなぞって走って

はいけないというような考え方というのは、今コストパフォーマンスを何とかして高めて、

市民の利便性を高めていこうという話をしているときには全くなじまない話ではないかと

思っております。 

 例えば外国人観光客の方々の誘致。今、仙北市は実は秋田県の中では一番、外国人の方々

の交流が盛んな市でありまして、小さな国際文化都市と私たちは言っているのですけれど

も、その小さな国際文化都市をさらに高めていくためには、例えば免税店についても、こ

れからお客様を誘致するためには撤底しなければいけないものがいっぱいあるのではない

かという思いで頑張りたいなと思っていることもあります。 

 ざくざくっと、できるだけ皆さんと話を聞きたくて、意見を聞きたくて短く話をさせて

いただきました。よろしく御指導お願い申し上げます。 

○八田座長 どうもありがとうございました。 

 幾つかのお話があったのですが、まず国有林を使いたいというので、１つは放牧関係の

ことがあるけれども、先ほど借りている例が既にあるんだということをおっしゃいました

ね。それはどういうことですか。 

○門脇市長 協議会、市がかかわって、警察とか防犯協会の方がかかわって、たけのこ採

りをする、要するに山菜採りをする一定のエリアをまず開放するわけです。その開放をす

るときには、国からちゃんときちんと貸し出しをしていただいて、無償貸付していただく

わけですけれども、そこのエリアだけを使うという区域を規定されたものなわけです。そ

こから出てくる山菜、例えば生保内たけのこというものが物すごくおいしいたけのこなの

です。なかなかこの辺では絶対食えない。そういうものがいっぱい皆さんから引き合いが

あるのに、そこだけだと量が限られてしまうわけです。だからできるだけそういうふうな
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山菜を採るというときにも国有林内に入れるような状況。これはもちろんきちんとちゃん

とした協議会なり管理する民間の組織がしなければいけないわけですけれども、そういう

ことがあれば悪さをするわけでないし。 

○八田座長 ということは、現在もその協議会でそういうことをやっておられるというこ

となのですか。 

○門脇市長 一部でです。 

○八田座長 その範囲を広げたいということですね。 

○門脇市長 そうです。 

○八田座長 今の協議会で借りておられる仕組みというのは、どういう仕組みなのですか。

借地契約なのですか。 

○門脇市長 全くそれは、これまでもそうですけれども、一定の面積で正常な林道が走っ

ていて、一般の方々、例えば山菜採りとかが不慣れな方々でも入りやすいという場所に限

ってということです。そういうところを営林署から借り上げている状況です。 

○八田座長 お金は払っているのですか。 

○門脇市長 無償です。 

○八田座長 それが区画としてきちんと明確になっているわけですね。 

○門脇市長 なっています。 

○八田座長 それをもっと広げればいいわけですか。 

○門脇市長 今の話は先生、山菜の話なのだけれども、山菜に限らず、本市の山の面積は

総面積の８割をこえています。 

○八田座長 先ほどの豚の放牧もですね。 

○門脇市長 そうです。 

○八田座長 そうすると、今おっしゃっているのは言ってみれば上下分離みたいなもので、

上の立木には一切、手をつけない。だけれども、土地を貸してちょうだいよ。そして豚を

放牧したり山菜を採ったりする。そんな感じですかね。 

○門脇市長 土地利用型の話では先生のおっしゃるとおりです。今、例えば仙北市内の国

有林で山を手掛けている方々、しっかりした方々、林産業者もたくさんいらっしゃいます

ので、そういう方々は一生懸命やっているのですが、ただ、国有林にかかわれる状況とい

うのは伐採のときに下請けに来て入って木を切り出していくだけしかないわけです。そん

なものではなくて、うちも林産業者はいっぱいいるので、しかも相当技術が高い方々がい

るし、そういう方々に今まで 70 年長伐期でやっている森林だって管理していただいてもい

いでしょうし、民間の方々がどんどん国の財産を守っていくことだって、開放してくれれ

ばいっぱい技術者いますよ。 

○八田座長 そうすると、これは上の木も含めて委託管理をして、きちんと育てるという

ことですね。 

○門脇市長 そうです。 

6 

 



○八田座長 その委託管理したとき、とてもいい考えだと思うのです。いろいろな段階が

あるという話ですね。それで先ほどの場合には協議会が中に立っていたけれども、実際に

は民間の事業者が直接借りてもいいではないかということですね。それについての何か例

というのは特に今まではないのですね。 

○門脇市長 私たちは聞いたことがないです。 

○八田座長 でも、現場の事業者としては結構そういうことを希望しておられる方がいる。 

○門脇市長 よく話に出てきます。 

○原委員 ちょっと飛んでしまいますけれども、一番最初の医療の外国医師のところ、済

みません、私、少しおくれましたものですから恐縮ですが、二国間協定での日本人への診

察行為の禁止の撤廃というところなのですが、これは二国間協定を前提に考えていらっし

ゃるのですか。あるいはそうではなくて、もっとほかの国から、今、二国間協定のないと

ころからも来てほしい。 

○門脇市長 そうです。そのとおりです。実は仙北市にも昔、自分が小さいところも台湾

の先生が治療をしていました。昔、多分国家試験とかで日本の医師免許を取った人はその

まま開業できたのです。ところが、医師法が変わって日本の大学を出なければ日本の医師

が医療行為をできないという状況になっていたと思います。 

 今、ただ台湾とか日本語をお話できる人は東南アジアにいっぱいいますけれども、そう

いう方々で、その国の例えば医療の勉強をした人たちがこちらに来て、その人たちの国の

医療行為はできるかもしれないけれども、日本人を相手に医療行為はできないという状況

があったりします。 

 私たちは今、本当に先生を何とか確保したいという思いで一生懸命なのです。だから外

国人医師と言っても日本の言葉が話せて、しっかりと先生方は当然医師免許を持っている

方々ですから、二国間に限らず、そういう方々にぜひ来ていただきたいというのが私たち

の思いです。 

○原委員 この議論は、この特区の関係でも１年ぐらいずっとやっているのですけれども、

必ず厚生労働省から出てくる話は、お医者さんは余っているということなのです。これは

仙北市さんで見たときに、医師不足の状況というのが市内全域なのか、あるいは特定の地

域を念頭に置かれるのかにもよるかもしれませんが、どのぐらいのデータでございますか。 

○門脇市長 完全に医師不足です。秋田大学の医学部、私はその関係でいろいろやってい

たので少しの数字は入っているのですけれども、多分これから。 

○藤村部長 厚労省では医師は余っているという話ですけれども、偏在という部分があり

まして、秋田県で充足というのは今、盛んに医学部の定員増とかやっていても、平成 37

年でやっとマッチングする計画になっている状況です。今朝、仙台に新しい医学部をつく

るという話ということで、東北全体でも医師不足という状況で、地域の偏在と診療科の偏

在というのがあって、厚労省では全体の数はということなのでしょうけれども、現場とし

てはすごく足りないという状況です。 
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○門脇市長 現実的な話をすると、うちはスポーツ振興でも一生懸命で、来年３月には田

沢湖スキー場でモーグル競技のワールドカップ大会をやるのです。その田沢湖の病院に整

形外科の先生は常勤ではいなくて、秋田大学の医学部に話をして待ってくれ、待ってくれ

の、５年間これですよ。そういう状況なのです。角館病院という私たちの中では一番大き

い病院があるわけですけれども、その病院だってやっとこの間、内科、診療科の医師が複

数にできたという状況です。首都圏の方々は考えられないかもしれないけれども、地方は

そういう状況です。なので、日本人に頼っていても仕方がないから、私たちの経験からい

くと外国の先生方はやさしい先生方ばかりしか会っていないから、そういう先生方に来て

もらったほうがいいではないかという率直な話です。 

○八田座長 日本語ができないと困るのですね。 

○門脇市長 そうなのです。でも、今の制度でも４年間でしたっけ。 

○藤原次長 臨床修練制度。 

○門脇市長 という制度があるのです。その場合も自国の方の要するに国籍の方の面倒を

見るという話とかしかない。しかも大規模な病院でしかそれを引き受けられない。私ども

みたいなところは大規模な病院もないし、診療所は２つの病院でやっているところに来て

くれる可能性は全くないし、これも何とか緩和していただかなければできないということ

です。 

○原委員 先ほど、前は台湾の先生とおっしゃいましたが、仮にこの規制が撤廃されると

何らかの可能性といいますか、あてといいますか、そういうものは。 

○門脇市長 実は台北に北投温泉というものがあるのです。北投温泉の泉質と玉川温泉の

泉質、ここは世界で２つだけ同じなのです。北投石という国が指定した天然記念物がある

のですけれども、北投石が北投温泉と玉川温泉、この２つしかないところです。 

 戦前、戦後、台湾の北投温泉を開発したのは実は日本軍だった。その日本軍の方々の先

生方の研究がきちんと今も継承されていて、そもそもがん対策をかなり重点的にやったと

いう歴史がある。自分がことしも実は行って話してきたのですけれども、２年ぐらい前ま

では北投温泉に先生方を集めて、がんの研究機関をつくりたいという考え方を台北市では

持っていたのです。それは今、足踏み状況なのです。だけれども、そういう先生方がいら

っしゃるということは間違いないので、私たちはできれば台湾の北投から温泉、しかもが

ん対策に非常に知識の明るい人をお願いしたいという話は台北市には十分できる。 

○八田座長 もう一つ、病院の空室を個人院にということでしたが、空室ということは要

するにベッドですか。 

○門脇市長 違います。診察室です。例えば１週間、秋田大学の先生もしくは岩手県と近

いので岩手医科大学からも先生が来てくれるのですけれども、週に１回、２回という科目

もあるのです。だから患者さん方は本当に困っているのですが、でもその先生方もまさか

来て、待合室で診察することはしませんので、１つの部屋を使うのです。診療室を使うの

です。だから１週間のうちに３日も４日もあいている部屋があるわけです。 
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 私たちからすれば、その専門の科目の先生にずっといてもらったほうがずっとありがた

いわけで、そういう先生方が実は市内にも自分で自己開業しようかという先生方もいらっ

しゃるわけですから、そういう先生方に入ってもらったほうが、例えば週に１回か２回来

る先生に出張旅費を払って来てもらってということをする必要もなくなるわけです。だけ

れども、問題は診療室を使っていただくにしても、病院からすれば外部の人間になります

から、そうすると玄関が別でなければいけないとか、共有部分にいろいろな問題がある。

これは前に医療局の局長をやっていた総務部長がもっとわかるのかな。 

○藤村部長 そういうような提案を４～５年前にした経緯があるのですけれども、多分、

感染症などの心配かと思うのですが、玄関から病院の患者と交わらないで診療室まで行け

るような区画の整理ができていないとだめだということで、今、言ったように想定してい

るのは田沢湖病院で、平成 15 年に新しくしたところなのですけれども、当時、常勤医５人

という中でつくったものなのですが、合併したあたり、18 年、19 年は常勤医２人というこ

とで、それ以外のところは今、言ったように週１回か２回、いろいろな診療科の方に来て

もらってやっているという状況で、経緯としては多分、本当にどう言うかわかりませんけ

れども、感染予防ということだったと思うのですけれども、そういうようなことでそうい

う活用の仕方はだめだということです。 

○門脇市長 でも普通の総合病院だって、玄関１つでいろいろな病状の方が来るわけだか

ら、そんなこと何も意味がないと私たちは思うのです。 

○八田座長 意味がないことばかりです。 

 今の話は病院で雇う形にするというわけにはいかないのですか。客員のお医者さんとい

う形ではできないのですか。 

○門脇市長 考え方としてはあるかもしれません。１つの方法かもしれない。公務員にな

ってしまう。 

○八田座長 なるほど。これはあれと同じですね。学校の一部民営化に似ていますね。 

○藤村部長 今の部分ですけれども、公務員としてお医者さんになってくださいというこ

とで秋田大学なり岩手医科大学にお願いをしているのですが、先ほど言ったように、そち

らも結局、医師不足なので全部離すわけにはいかない。全部というか、１人の人を仙北市

にやるわけにはいかない。自分のところの病院でも診察行為をしてもらわなければいけな

いということで、週１回か２回ぐらいしか離せない。条件として仙北市に採用というか派

遣してもらえるという状況がないというお願いをずっとやっているのですけれども、なか

なかそういう状況にならないというのが現状です。 

○八田座長 今、ちょっと話したのは、例えば公立の学校で英語だとか体育だとかを民間

の会社にやってもらいましょうというのはできるのです。だからそれと似ていますね。だ

からそこは民間の会社にやってもらって、別に公務員になるわけではなくて、でもお給料

とかは一部きちんと普通に負担しているものは負担している。プラスアルファは自治体で

やってもらう。 
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○門脇市長 多分その人はとてもいいと思うのです。入ってくると例えば薬局さんだって

共通できる部分で、あえて自己負担を使わなくてもいいし、初期投資かからないし、とて

もいい話だと思うのです。 

○八田座長 実は重要な意味があるでしょうね。 

 それから、あけびの油は今回、随分楽になったのではないですか。特保ではないけれど

も、根拠を示したらば、効能をちゃんと示すことができるように今度法律が変わったので

はないですか。 

○門脇市長 市の総合産業研究所の高橋といいますが、あけびをずっとやっていました。 

○八田座長 あれはことし決まったのですか。特保は確かに相変わらず面倒くさいけれど

も、特保以外は効能を示すことができなくて、元気が出ますとかそんなことしか言えなか

ったのが、今度はきちんと論文を根拠に示すのならば言えるようになった。特保ではない

けれども、一応その根拠は自己責任で示しなさいと、そういうことになったのですか。 

○高橋所長 私が見た限りでは、栄養機能食品というのは企業の責任において、だけれど

も、特保の場合は難しい。 

○八田座長 栄養機能食品の場合も、証拠は見せなければいけないのですね。根拠は。そ

れではあけび油は無理なのですか。 

○高橋所長 あけび油は、保健機能食品の特保と栄養機能食品からいきますと、特保の分

類に入りそうなのです。今、この特保の申請をして、承認を得るためには、どうもこうい

うふうなフローがありまして、あけび油については秋田大学についてきちんと効能だとか

安全性、品質、そういうものが研究されていて、成果が出ているのです。にもかかわらず、

これから申請するとなると、さらに許可試験というものを実施しなければいけない。そう

なると非常に時間もコストもかかっていくということがあるので、許可試験というものを

撤廃していただけないだろうかというところと、もう一つは審査の団体、機関いいますか、

こういうものは消費者委員会とか食品安全委員会という審査機関があるのですけれども、

これらを一元的に審査をして、承認することができないだろうかということを思ったとこ

ろでした。 

○八田座長 重要な問題なので、これはやらなければいけないと思います。ただし、これ

は今度の栄養食品の動きの一環なので、全国の規制緩和の規制改革委員会なんかでやるの

に向いていて、一地域でということの理屈づけがすごく難しい気がします。 

 それから、バス路線のことについて念のために伺いますけれども、これは無料になった

ら既存のバス会社は困るのですね。 

○門脇市長 物すごい競争相手になってしまう。 

○八田座長 無料ならばできるけれども、有料だとできない。かえって困りますね。これ

は既存のバス会社が OK と言えばいいのですか。やらないならただにするぞと言えば OK す

る可能性があるのではないでしょうか。 

○門脇市長 いろんな方法が考えられます。 
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○八田座長 それを言っておられるのだと思っていたのですが。 

○門脇市長 今のところはできるだけ市内で民間の方々に一生懸命活躍の場をつくってや

りたいという気持ちがある一方では、民間の方々の既得権を主張されてしまうと、市がこ

れからやらなければいけない行政のサービスが滞ってしまう。これが今、ジレンマになっ

ているのです。 

 特に合併した後の地域内が１つに広がったという場所ではなくて、秋田県の場合にはあ

れです。県道も例えば合併前であれば２つの町の間を走っていた道路だけれども、今、１

つの町になったから、これを県道で持っている必要はないから市道にしてくださいと返還

してくるわけです。それは確かにそのとおりなのです。同じような考え方からするとバス

路線も、そうやって市のバス路線が別の町を通過していくということが今まであったもの

だから、余り口出しができなかった。だけれども、今、一緒になってしまったら全部市の

中なわけです。そうなると余り遠慮していると市民の方々の利便が全く損なわれていくと

いう現象が起きてしまっている。 

○平岡次長 今のは道路運送法の関係だと思うのですけれども、78 条でバス事業者が撤退

したということで交通空白地域が発生したら、それを解消しなさいということで市町村の

有料の運送が認められているのですけれども、今や交通空白地帯というよりは、市の全域

の過半が空白状態となっておりまして、国道はバス事業者が独占状態ですが、そこを使わ

ないとどうしても乗り継ぎが発生したり、時間があいたり、非常に使い勝手の悪いような

市バスの運行しかできないという状況がありまして、ぜひともこれは市で完結する部分だ

けで構わないので、市の許認可とまではいかなくてもいいと思うのですけれども、市を経

由した形で陸運さんと話し合いをさせていただければと思います。 

○八田座長 そうすると、民間のバス会社と全く同じ路線というのではなくて、一部国道

のところが重なりますということですね。 

○平岡次長 一部競合すると、停留所１個立てるのにもうーんというお話を伺いますと、

公共交通会議というものも開いておりますが、そこは全会一致といいますか、そこで協議

が整わないと停留所が設置できないということがありますので。 

○八田座長 具体的な要望として、公共交通会議の権限を市に移す。 

○門脇市長 そういう考え方でいいのですか。 

○平岡次長 基本的には競合した部分について市の運行を認めていただけるのであればい

いのですけれども。 

○八田座長 そこも全部市に落とすわけにはいかないのですか。 

○平岡次長 結局、路線バスにつきましても当然、バス事業者さんは採算性があると思い

ますので、朝夕２往復ずつであるとか、病院に通院するお年寄りなんかにとっても不便な

ダイヤもあるのですけれども、もし市で運行ができるとすれば、あるいは一定の関与がで

きるのであれば、利便性の向上が図れる部分もございます。 

○八田座長 そうすると、選択肢が三つほどありそうですね。第１は、国道の部分は市と
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民間バス会社と併存する。第２は、民間バス会社に市役所周りのところをやらせて、その

かわり、ある程度のお金を払ってやる。３番目は手切れ金を払ってその会社にやめてもら

って全部市営でやる。幾つか選択肢がありそうな感じですね。 

○門脇市長 できる限り市の負担は抑えながら。 

○八田座長 市でやると非能率になる可能性があるから、その会社にやってもらうという

のもいいのではないですか。お金を払って市役所をぐるぐる回ってくれと。いずれにして

もそういう権限を市にもらいたいということですね。 

○門脇市長 はい。 

○八田座長 わかりました。 

 ほかには何かありませんか。 

○原委員 もう一点だけ、農業生産法人の話がございましたけれども、今、仙北の中です

と耕作放棄とかそんな状況だったり、あるいは外から企業を含めた農業生産法人が入って

くる動きとか、そういうものはどんな様子でございましょうか。 

○門脇市長 耕作放棄地は非常に多いです。特に今度は農道、林道に手をかける予算がな

くなっていくので、ますます放棄地がふえていって、住居地の周辺にほぼ耕作地域が集約

されていくような雰囲気になっていく。それくらいの勢いで耕作放棄地はふえていく。自

分たちはそうしてしまうと、そもそも耕地を有効活用することができなくなってしまうの

で、できるだけ耕作放棄地になってしまったところでさえも、耕し方を始めるというよう

なことで農耕者をふやしていきたいと思っているのです。 

 そのときにどういうような作物をつくるのが適正なのかというところから、総合産業研

究所とかが中心になって一生懸命作物選定までやっているという状況になっています。な

ので、思いは非常にあるのですけれども、そこまでいくには役所が農業をやるわけにはい

きませんから、役所が提案をして、役所の提案を聞きつけた農業者なり外部の人間がそこ

に入っていくという仕掛けをつくらなければできないということです。幸いにも今、仙北

市に食品のいろいろな素材がたくさんあるものですから、食品関係の企業が今、参入しよ

うとする動きがあったり、もしくはそうやって耕作放棄地になって農業者が外に出ていっ

てしまう。その田んぼを守らなければいけないという必然性から、新しい農業法人ができ

ていく。管理する農業法人ができていくという動きがさらに高まっていくというふうにな

っている状況が現実にあります。 

○八田座長 最後に、先ほどの国有林を借りるということに関しての質問です。 

 そこで、国有林を借りる制度が余りうまくいっていないという側面と同時に、国立公園

だから豚の放牧が認められないという２つの側面があったように思うのです。もし借りら

れるようになったら豚の放牧をしてもいいのですか。それとも借りられても、国立公園的

な制約から豚の放牧は許されないのですか。 

○門脇市長 国立公園内であれば豚の放牧をしたいし、豚だけではなくてヤギとかも放牧

したい。 
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○八田座長 それは国立公園の制約は受けない。 

○門脇市長 受けるでしょうね。 

○藤村部長 借りられても放牧はまた公園の制約がある。 

○八田座長 そうすると、むしろ林を委託管理するということのほうが国立公園の制約は

なくて済むわけですね。 

○門脇市長 そうです。 

○八田座長 それで２番目の質問ですけれども、委託管理するとき、大体何年ぐらいの契

約で、そして返すときにはどれだけの木を残すというような条件をつけたらいいか、そこ

は何か見当はありますか。 

○門脇市長 これはおもしろいテーマですね。 

○八田座長 ここは必ず言ってくると思うのです。どうするんですかと言ってくると思う

のです。そこに外国の例なり何なりがあって、きちんとこうやれば大丈夫でしょうという

ものがあると、入札にかけられるでしょう。そこは全部何とか随意契約だったら全部いい

加減にできるけれども、きちんとした入札にしようと思うと、そこのところを明確にして

おかないとできないですね。 

○門脇市長 木の成長が例えば 70 年、80 年というスパンでという考え方は、違う考え方

をしないと管理基準には。 

○八田座長 そうですね。例えば 15 年でもその後できちんと伸びていけそうなものにつく

っておけば、それでいいという考え方があり得ると思うのです。そのかわり、全くゼロに

してしまって返すのでは意味がないので、これだけの立米は残しておきますとか、誰がど

ういう評価をして金額を出しますとか、そういうものはあったほうがいいですね。 

○門脇市長 そのとおりですね。いいテーマです。 

○八田座長 もしこれができると、おたくでは結構それでやりたいという事業者もあるし、

国有林も結構あるということですね。 

○藤原次長 １点だけですけれども、５ページにある農業生産法人の要件緩和のところで、

これはいわゆる出資要件の話が１つ目のポツですね。２つ目のポツのところが、いわゆる

事業要件の話だと思うのですけれども、事業要件の今の中身というものが農業の売り上げ

が５割ないといけない。それ以外の産業の売り上げが５割未満でないといけないといった

内容なのですが、これは恐らくレストランの規制もまた別途かかっていて、特区で一部緩

和しているのですけれども、農業と畜産業、例えば畜産業が半分以上あったら生産法人つ

くれないとか、そういう単純な整理と考えてよろしいですか。 

○高橋所長 １点目に関しては、出資に関してはよろしいでしょうか。非常にうちのほう

は県内でも有数の観光地であるということで、食と農業と観光ということで異業種が農業

と連携して生産法人を立ち上げたいというところが非常に出てきていますので、この出資

要件のところで先ほど門脇市長も言ったように、農業者の出資のハードルが高いというこ

とが１つあります。 
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 ２つ目の事業要件に関しては、直売所だとか農家レストラン等については、事業売り上

げの対象となる農業用施設については、その法人みずからが生産する農畜産物を量的、金

額的に５割以上使用しなければいけないということがあります。これですとメニューの開

発をしたり、商品の品ぞろえをしていくのに非常に魅力がないということが出てきますの

で、できれば農業生産みずからではなくて、同一の地域内で生産されるものも、この５割

以上の中に含めていただければいいのかなということで提案させていただきました。 

○藤原次長 農家レストランに関する規制改革は、昨年の国家戦略特区法成立時に、初期

の改革メニューとして既に位置付けているものだと思いますので、ご参考まで。 

○高橋所長 これはあくまでも直売所、農家レストランが農業用施設として認められるた

めに、この要件がついているということです。 

○八田座長 よろしいですか。では、どうもありがとうございました。 
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